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　2022年５月13日に公表いたしました2023年３月期第２四半期累計期間（2022年４月１日～
2022年９月30日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたしま
す。
　また、同日公表いたしました2023年３月期通期（2022年４月１日～2023年３月31日）の業
績予想につきましても、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

(ご参考)前期第２四半期実績
9,962 752 497 33.59

 (2022年３月期第２四半期)

増減率（％） 0.4 40.6 43.5 －
増減額（Ｂ－Ａ） 39 314 213 －
今回実績（Ｂ） 10,824 1,089 703 47.44
前回発表予想（Ａ） 10,785 775 490 33.05

百万円 百万円 百万円 円　銭

（２）個別業績

売上高 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

(ご参考)前期第２四半期実績
10,537 556 721 469 31.67

 (2022年３月期第２四半期)

増減率（％） △0.1 40.4 37.0 37.4 －
増減額（Ｂ－Ａ） △14 271 294 190 －
今回実績（Ｂ） 11,370 941 1,089 700 47.27
前回発表予想（Ａ） 11,385 670 795 510 34.40

（TEL 03-5962-0711)

2023年３月期　第２四半期累計期間の業績予想と実績値の差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

前澤化成工業株式会社
  代表取締役社長　 久保　淳一

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

記

１. 2023年３月期　第２四半期累計期間の業績予想と実績値の差異（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結業績

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

1株当たり
四半期純利益

会 社 名
代表者名

上席執行役員管理本部長　齋藤  巌  



　　2022年５月13日に公表いたしました配当予想から変更はございません。

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したも
     のであります。実際の業績は、様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以上

（２）2023年３月期　通期
①個別業績予想の修正の理由
　第２四半期の業績を踏まえて修正するものであります。

②連結業績予想の修正の理由

４. 配当予想

　主に個別業績予想の修正に伴い連結業績予想についても修正したものであります。なお、
本日「(開示事項の経過)　常陽水道工業株式会社の株式取得（子会社化）についてのお知ら
せ」にて公表させていただきましたとおり株式譲渡手続きが完了したことに伴い、今回発表
の連結業績予想には常陽水道工業株式会社の2022年10月1日～2023年3月31日にかかる業績の
見通しを含んでおります。

３. 差異及び修正の理由
（１）2023年３月期　第２四半期累計期間
①個別業績の差異の理由

　当第２四半期累計期間における業績につきましては、主力事業である「管工機材分野」に
おいて、ナフサ価格の高騰に伴い塩ビ樹脂をはじめとした原材料の値上げの影響を受けまし
たが、この影響額を軽減すべく製品価格への転嫁を進めたことや原材料価格の動向を踏まえ
た生産、在庫の積み増しを戦略的に行うなど、製造部門においても製造原価上昇に対する対
策を講じたことにより、利益面において前回予想を上回る結果となりました。

②連結業績の差異の理由
　主に個別業績の差異によるものであります。

(ご参考)前年実績
20,711 1,634 613 41.40

(2022年３月期)

増減率（％） 1.0 54.0 56.0 －
増減額（Ｂ－Ａ） 220 710 470 －
今回発表予想（Ｂ） 21,620 2,025 1,310 88.37
前回発表予想（Ａ） 21,400 1,315 840 56.67

百万円 百万円 百万円 円　銭

（２）個別業績

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

(ご参考)前年実績
21,879 1,342 1,628 797 53.77

(2022年３月期)

増減率（％） 2.3 52.6 47.3 43.3 －
増減額（Ｂ－Ａ） 510 600 645 385 －
今回発表予想（Ｂ） 23,150 1,740 2,010 1,275 86.01
前回発表予想（Ａ） 22,640 1,140 1,365 890 60.04

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

２. 2023年３月期　通期業績予想の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結業績

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益


